
毎年２月に開催している「岩手・一関

全国わんこもち大会」は、市内の高校

生が実行委員として企画準備及び当

日の運営を行っています。令和５年度

においては、諸般の事情により、開催

を見送ることといたしました。

例年多大なるご協力をいただいてい

る企業・団体、関係各所の皆様、参加

を検討されている皆様にはご迷惑をお

かけいたしますが、ご理解のほど、よろ

しくお願いいたします。

ideaideaideaideaニュースレター「イデア」

2023.12
ＮＰＯ・地域・企業・行政の情報発信により、

「アイデア」 と 「であい」 の機会を創ります。
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おしらせ

まちの写真展 スタッフがまちの１コマを切り取ります。

作品名 「橋の上にも鮎」
旧町村別の人口動態等を共有します。
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市内を中心に活動する市民ビッグバ

ンド「G・B Pop Jazzオーケストラ」は、

一足早いクリスマスコンサートを開催し

ます。

定番のクリスマスソングとジャズ曲の

ほか、誰もが聞いたことのある劇中伴

奏音楽にチャレンジします。

今年はキーボードを充実させ、従来

よりも厚いサウンドで会場を盛り上げま

す。詳しくは下記まで。

山林から切り出した間伐材等の集

材・加工を行い、地域の地産地消エネ

ルギーとして資源循環させる活動に取

り組む「森林資源を活用する一関市

民の会」では、一緒に活動する仲間を

募集しています。一関市民であれば、

年齢、性別、経験の有無等は不問。

会員特典に、作業用の各種安全装具、

木材トングの支給等があるので、未経

験者でも安心して活動できます。詳しく

は下記まで。

一関市川崎町を拠点に活動する

「布佐神楽保存会」では、岩手県無形

民俗文化財に指定されている「布佐

神楽」の伝承活動を行っています。

布佐神楽は150年以上の歴史があ

る川崎地域唯一の郷土芸能で、地元

神社の例大祭での奉納や布佐神楽発

表会等で披露するほか、地域のイベン

トなどで出演依頼があれば承っていま

す(料金等は要相談)。詳しくは下記ま

で。

日曜日限定

「地場産カレー」販売中

情報

G・B Pop Jazzオーケストラ

「第４回クリスマスコンサート」

イベ

ント 「絵手紙同好会」

会員募集

会員

募集

会員

募集

令和５年度

「全国わんこもち大会」

開催見送り

情報

前月比世帯数前月比人口

3224550653977一関

-54695-2911892花泉

1127523213川崎

-114087-259753千厩

-64899-2511798大東

12271-65829東山

2179634353室根

-42766-217020藤沢

前月比一関市全体一関市全体一関市全体一関市全体

-95107835人口

1046339世帯数

643出生数

2023年11111111月月月月１１１１日日日日付

(2023年10月31日現在

住民基本台帳より)

※外国人登録者含む

「森林資源を活用する

一関市民の会」

会員募集

定例活動期間定例活動期間定例活動期間定例活動期間：１０月～３月

活動内容活動内容活動内容活動内容：間伐材等の集材や搬出(搬

出した木材は薪や燃料チップに加工)

会費会費会費会費：３,０００円/年

問合問合問合問合：０７０‐４３４５‐２２４４

(事務局・千田)

本誌「企業紹介」で紹介した「産直セ

ンターひがしやま」内「季節館食堂」で

は、日曜日限定で地元米と野菜・しい

たけをふんだんに使った「地場産カ

レー」を提供中。白米と玄米から選べ、

追加料金で、カレーが食べ放題に(なく

なり次第終了。13時半頃にはなくなる

ことが多い)。詳しくは下記まで。※現在、

同食堂は日曜日のみ営業。

「布佐神楽保存会」

出演依頼承ります

情報

問合問合問合問合:０１９１-４８-３７３５

（岩手・一関全国わんこもち大会実行委

員会事務局(いちのせき市民活動セン

ターせんまやサテライト内))

１｜二言三言｜ 岩渕社会福祉士事務所 代表 岩渕 城光さん （後編）

３｜団体紹介｜ 還過爺+αバンド

５｜地域紹介｜ 陳が森自治会 （川崎）

７｜企業紹介｜ 協同組合 産直センターひがしやま （東山）

８｜博識杜のフクロウ博士｜ 地域運営の落とし穴㊶ 交流事業にみる人材育成

９｜センターの自由研究｜ 地名の謎ファイル№９ 「二関村②」

今月の表紙

明治８年まで存在した「二関村」。「一関村」とともに「一関城下」を構成

していました(前号参照)。そんな「一関城下」を見下ろすことができる現

在の「釣山公園」は、藩主の居館(現在城内地区内)を見下ろす場所のた

め、庶民は入ることができなかったそうです。今月は百姓なのに商人の

町「二関村」の具体的な生業にスポットを当ててみます。(自由研究)

一関市千厩町を拠点に活動する

「絵手紙同好会」では、一緒に楽しく

活動する仲間を募集しています。

現在の会員は60代～90代の８人で

すが、会員の年齢、性別、居住地は

不問です。月１回の定例活動日に各

自作品を持ち寄り、お茶を飲みながら

交流しています。作品は千厩町内の

施設等にも展示(定例活動日に入れ

替え作業も行う)しています。見学のみ

の参加も可能です。詳しくは下記まで。

活動日時活動日時活動日時活動日時：毎月第３火曜日

１３時～(概ね２時間ほど)

活動場所活動場所活動場所活動場所：いちのせき市民活動センター

せんまやサテライト内ホール

(一関市千厩町千厩字町１４９)

会費会費会費会費：１,０００円/年

問合問合問合問合：０１９１-５２-２１８１ (代表・白石)

場所場所場所場所：産直センターひがしやま内「季節

館食堂」 (東山町長坂字柴宿８０-２)

料金料金料金料金：一皿７００円(小中高生は５００円)

食べ放題は１,０００円

(小学生５００円、中学生７００円)

営業時間営業時間営業時間営業時間：１０時３７分～１５時３７分

(ラストオーダー１５時)

問合問合問合問合：０１９１-４７-２９１９

出演内容出演内容出演内容出演内容：「布佐神楽」の披露

※現在披露可能な演目数は約２０

問合問合問合問合：０１９１-４３-２７６７

(事務局：千葉)

日時日時日時日時：２０２３年１２月１６日(土)

１５時～１６時

会場会場会場会場：イオンスーパーセンター一関店

フードコート内特設会場

(一関市狐禅寺石ノ瀬１１-１)

料金料金料金料金：観覧無料(自由観覧)

問合問合問合問合：０９０-７０７２-３８５５

(事務局・佐藤)



地域の「気になる人」を対談でご紹介

第１１２回
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を

犯

し

て

し

ま

う

こ

と

が

あ

る

ん

で

す

よ

ね

。

岩

渕

岩

渕

岩

渕

岩

渕

「

自

分

の

親

」

で

あ

っ

て

も

、

客

観

的

な

視

点

で

関

わ

る

こ

と

が

必

要

な

ん

で

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

ち

な

み

に

後

見

人

は

普

段

は

ど

ん

な

活

動

を

？

岩

渕

岩

渕

岩

渕

岩

渕

私

の

場

合

、

所

属

す

る

社

会

福

祉

士

会

の

ル

ー

ル

に

則

り

、

月

に

１

回

は

本

人

と

面

談

し

ま

す

。

ケ

ア

マ

ネ

の

よ

う

に

本

人

の

も

と

に

出

向

い

て

い

き

、

現

在

の

様

子

や

本

人

の

意

向

を

確

認

し

な

が

ら

、

そ

れ

に

見

合

っ

た

生

活

が

で

き

る

よ

う

に

コ

ー

デ

ィ

ネ

ー

ト

し

ま

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

財

産

管

理

な

ど

は

？

岩

渕

岩

渕

岩

渕

岩

渕

ケ

ー

ス

バ

イ

ケ

ー

ス

で

す

が

、

口

座

引

き

落

と

し

に

し

て

あ

れ

ば

、

銀

行

で

記

帳

し

て

確

認

し

た

り

、

施

設

入

居

者

で

あ

れ

ば

、

施

設

に

預

け

て

お

く

小

口

の

残

高

を

確

認

し

て

補

充

し

た

り

。

後

見

人

に

選

任

さ

れ

た

直

後

は

銀

行

に

後

見

人

に

な

っ

た

届

け

出

を

し

て

、

引

き

出

し

で

き

る

状

態

に

し

た

り

、

年

金

事

務

所

等

に

も

届

け

出

を

し

て

、

ハ

ガ

キ

な

ど

の

送

付

先

を

後

見

人

宛

に

変

更

す

る

場

合

も

あ

り

ま

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

郵

便

物

の

送

付

先

変

更

は

大

事

か

も

し

れ

な

い

で

す

ね

。

岩

渕

岩

渕

岩

渕

岩

渕

在

宅

で

一

人

暮

ら

し

の

認

知

症

の

方

だ

と

、

郵

便

物

の

管

理

が

で

き

な

い

こ

と

が

多

い

の

で

。

家

庭

裁

判

所

の

許

可

を

得

れ

ば

、

年

金

ハ

ガ

キ

だ

け

で

な

く

、

郵

便

物

全

般

の

回

送

を

す

る

こ

と

が

で

き

ま

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

そ

れ

は

安

心

で

す

ね

。

岩

渕

岩

渕

岩

渕

岩

渕

な

の

で

、

遠

方

に

住

む

親

族

が

、

「

で

き

れ

ば

看

た

い

け

ど

、

日

常

的

に

は

看

る

こ

と

が

で

き

な

い

」

と

い

う

理

由

で

、

後

見

人

を

申

し

立

て

る

ケ

ー

ス

も

あ

り

ま

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

実

家

の

親

に

安

全

に

暮

ら

し

て

も

ら

う

た

め

に

、

後

見

人

に

身

上

監

護

を

し

て

も

ら

う

…
…

確

か

に

ニ

ー

ズ

は

多

い

で

す

よ

ね

。

岩

渕

岩

渕

岩

渕

岩

渕

た

だ

、

「

医

療

同

意

」

な

ど

、

後

見

人

に

も

で

き

な

い

行

為

が

あ

り

、

「

後

見

人

に

任

せ

て

い

る

か

ら

一

切

関

わ

ら

な

く

て

良

い

」

と

い

う

わ

け

で

は

あ

り

ま

せ

ん

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

医

療

同

意

が

必

要

に

な

っ

た

時

に

は

ど

う

す

る

ん

で

す

か

？

岩

渕

岩

渕

岩

渕

岩

渕

親

族

に

連

絡

を

と

っ

て

、

協

力

を

お

願

い

し

ま

す

。

同

様

に

後

見

人

は

本

人

が

存

命

中

の

代

理

人

な

の

で

、

ご

臨

終

と

な

っ

た

瞬

間

に

役

目

を

終

え

ま

す

。

な

の

で

、

死

亡

診

断

が

告

知

さ

れ

た

タ

イ

ミ

ン

グ

で

元

後

見

人

と

な

り

、

速

や

か

に

預

か

っ

て

い

た

通

帳

や

財

産

の

ま

と

め

を

し

、

相

続

人

に

引

き

継

ぐ

段

取

り

を

し

な

け

れ

ば

い

け

ま

せ

ん

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

そ

う

な

ん

で

す

か

！

死

亡

届

や

火

葬

許

可

な

ど

の

手

続

き

は

で

き

な

い

と

い

う

こ

と

で

す

か

？

岩

渕

岩

渕

岩

渕

岩

渕

義

務

は

な

い

ん

で

す

が

、

親

族

が

で

き

な

い

場

合

な

ど

は

、

家

庭

裁

判

所

に

死

後

事

務

の

許

可

を

取

る

こ

と

で

、

期

限

の

迫

っ

た

請

求

の

支

払

い

や

相

続

財

産

の

保

存

に

必

要

な

事

務

、

火

葬

ま

た

は

埋

葬

に

関

す

る

契

約

な

ど

は

対

応

で

き

ま

す

。

た

だ

、

お

葬

式

ま

で

は

で

き

ま

せ

ん

ね

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

相

続

人

が

い

な

か

っ

た

り

、

拒

否

さ

れ

た

り

す

る

こ

と

も

あ

る

ん

じ

ゃ

な

い

で

す

か

？

岩

渕

岩

渕

岩

渕

岩

渕

本

当

に

い

な

け

れ

ば

、

家

庭

裁

判

所

に

誰

に

引

き

継

ぐ

の

か

を

決

め

る

申

し

立

て

を

し

ま

す

が

、

本

当

に

い

な

い

と

い

う

ケ

ー

ス

は

実

際

に

は

少

な

い

で

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

「

親

族

と

は

縁

を

切

っ

た

」

と

い

う

発

言

を

す

る

方

も

い

ま

す

が

、

物

理

的

に

は

不

可

能

で

。

辿

っ

て

行

け

ば

誰

か

し

ら

は

い

て

、

「

自

分

は

関

係

な

い

」

と

い

う

問

題

じ

ゃ

な

い

ん

で

す

よ

ね

。

岩

渕

岩

渕

岩

渕

岩

渕

は

い

。

な

の

で

後

見

人

に

な

っ

た

ら

、

ま

ず

は

親

族

の

方

に

一

報

を

入

れ

、

「

何

か

あ

っ

た

時

に

は

協

力

を

お

願

い

し

た

い

」

と

伝

え

て

お

き

ま

す

。

そ

し

て

定

期

的

に

本

人

の

状

態

を

伝

え

る

な

ど

、

関

係

性

を

切

ら

な

い

よ

う

に

し

て

お

か

な

い

と

い

け

な

い

で

す

ね

。

ど

う

し

て

も

「

今

ま

で

仕

方

な

く

看

て

い

た

け

ど

、

後

見

人

が

つ

い

た

ら

自

分

は

手

を

引

き

た

い

」

と

い

う

方

も

い

て

、

そ

う

い

う

考

え

方

は

本

来

の

制

度

の

趣

旨

と

異

な

る

わ

け

で

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

制

度

が

あ

る

な

ら

、

お

金

を

払

っ

て

で

も

押

し

付

け

た

い

と

考

え

て

し

ま

う

人

も

い

る

で

し

ょ

う

が

、

あ

く

ま

で

も

「

本

人

の

権

利

」

を

守

る

た

め

の

制

度

で

あ

っ

て

。

こ

の

制

度

に

よ

っ

て

親

族

関

係

が

希

薄

に

な

っ

て

し

ま

っ

た

ら

、

本

末

転

倒

で

す

よ

ね

。

岩

渕

岩

渕

岩

渕

岩

渕

介

護

サ

イ

ド

の

人

た

ち

と

連

携

し

、

手

続

き

や

支

払

い

な

ど

の

事

務

的

な

部

分

で

、

「

本

人

に

は

で

き

な

い

か

ら

後

見

人

に

お

願

い

し

た

い

」

と

い

う

よ

う

に

、

生

活

の

一

部

分

を

担

う

立

場

で

し

か

あ

り

ま

せ

ん

。

で

も

逆

に

、

こ

の

部

分

は

後

見

人

に

し

か

で

き

な

い

立

場

で

も

あ

り

ま

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

大

事

な

の

は

、

家

族

や

親

族

含

め

、

「

み

ん

な

で

支

え

て

い

く

」

と

い

う

こ

と

。

手

続

き

な

ど

に

関

し

て

は

後

見

人

制

度

な

ど

を

利

用

す

る

こ

と

で

、

第

３

者

の

介

入

を

得

ら

れ

る

の

で

、

支

え

合

い

の

手

を

増

や

し

て

、

上

手

に

や

っ

て

い

き

ま

し

ょ

う

っ

て

い

う

こ

と

で

す

ね

。

あ

あ

あ

あ

あ

あ

あ

あ

あ

あ

あ

あ

あ

あ

あ

２
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※１ 弁護士・司法書士・社会福祉士等。前編参照。

※

１

厚生労働省のＨＰでは成年後見制度に関する各種パンフレットが

ダウンロード可能。「後犬ちゃん」というＰＲキャラクターも。

※２ 「相続財産管理人の選任申立て」。相続人の存在・不存在が明らかでないときや、相続人全員が相続放棄をし、結果として相続する者がいなくなった

場合などに、申立てを行い、家庭裁判所に相続財産の管理人を選任してもらうこと。

※

２

市内福祉施設に勤務する傍ら、令和２年に「岩渕

社会福祉士事務所」を開業し、成年後見活動等を行

う(岩手県社会福祉士会が運営する成年後見人等の

登録機関「ぱあとなあ岩手」に在籍)。令和５年で

福祉施設を退職、成年後見人活動を中心に、「あか

り食堂運営委員会」代表や「大原地区福祉活動推進

協議会」事務局も担う。昭和58年、大東町大原生ま

れ(在住)。



TEL 0191-63-2604(事務局：小野寺)

写真：せんまや夜市「夜市ライブ」での演奏(令和

５年５月)

体

力

面

の

不

安

も

あ

り

ま

し

た

が

、

「

バ

ン

ド

結

成

」

に

対

す

る

楽

し

み

な

気

持

ち

が

勝

り

、

「

や

っ

て

み

る

か

」

と

話

が

進

み

ま

し

た

。平

成

29

年

６

月

、

ジ

ャ

ン

ル

に

と

ら

わ

れ

ず

、

演

奏

を

楽

し

む

バ

ン

ド

と

し

て

「

還

過

爺

バ

ン

ド

」

を

結

成

。

か

つ

て

の

ビ

ッ

グ

バ

ン

ド

仲

間

・

佐

藤

光

雄

さ

ん

を

リ

ー

ド

ギ

タ

ー

と

し

て

迎

え

入

れ

、

４

人

で

の

活

動

が

ス

タ

ー

ト

し

ま

し

た

。

ス

タ

ー

ト

と

と

も

に

４

人

が

検

討

し

た

の

は

バ

ン

ド

の

方

向

性

。

趣

味

の

域

に

留

め

ず

、

活

動

の

目

的

・

や

り

が

い

と

し

て

、

高

齢

者

福

祉

施

設

等

へ

の

演

奏

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

を

主

軸

に

し

て

い

く

こ

と

に

。

「

歌

を

聴

い

た

り

、

歌

う

こ

と

で

脳

の

血

行

が

よ

く

な

る

と

言

わ

れ

て

い

る

し

、

歌

詞

を

覚

え

れ

ば

記

憶

力

の

ト

レ

ー

ニ

ン

グ

に

も

な

る

。

思

い

出

の

曲

で

昔

の

出

来

事

を

思

い

出

す

こ

と

が

で

き

れ

ば

、

脳

が

活

性

化

す

る

」

と

い

う

、

歌

の

力

を

活

か

し

た

い

と

い

う

想

い

か

ら

の

選

択

で

し

た

。

結

成

か

ら

約

８

か

月

後

の

平

成

30

年

２

月

、

初

の

ミ

ニ

コ

ン

サ

ー

ト

開

催

を

皮

切

り

に

、

周

辺

地

域

の

デ

イ

サ

ー

ビ

ス

セ

ン

タ

ー

や

老

人

ホ

ー

ム

に

積

極

的

に

声

を

か

け

、

演

奏

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

を

重

ね

ま

す

。

当

初

は

「

売

り

込

み

」

形

式

で

し

た

が

、

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

団

体

と

し

て

認

知

さ

れ

る

と

、

施

設

側

か

ら

「

呼

ば

れ

る

」

よ

う

に

な

り

ま

し

た

。

歌

謡

曲

や

演

歌

、

ポ

ッ

プ

ス

、

メ

ン

バ

ー

が

幼

少

の

こ

ろ

か

ら

憧

れ

て

い

た

「

ザ

・

ベ

ン

チ

ャ

ー

ズ

」

の

曲

な

ど

演

奏

ジ

ャ

ン

ル

は

様

々

。

「

お

年

寄

り

の

方

の

前

で

演

奏

す

る

と

な

る

と

、

往

年

の

曲

を

披

露

す

る

こ

と

が

多

く

な

り

ま

す

ね

」

と

、

聴

衆

に

合

わ

せ

て

曲

選

び

を

し

て

い

ま

す

。

地

域

イ

ベ

ン

ト

等

に

も

積

極

的

に

参

加

。

年

配

の

方

に

は

懐

か

し

く

、

若

年

層

に

は

新

鮮

に

聴

こ

え

る

メ

ロ

デ

ィ

を

通

し

て

世

代

間

で

の

話

題

づ

く

り

に

も

貢

献

し

て

い

ま

す

。

「

子

ど

も

の

頃

か

ら

ベ

ン

チ

ャ

ー

ズ

の

エ

レ

キ

ギ

タ

ー

な

ど

に

憧

れ

て

き

た

け

ど

、

当

時

は

高

価

だ

っ

た

か

ら

ね

。

や

っ

と

ギ

タ

ー

を

手

に

入

れ

、

ビ

ッ

グ

バ

ン

ド

を

始

め

る

も

、

働

き

盛

り

の

年

代

に

な

っ

て

か

ら

は

忙

し

く

て

…
…

。

今

に

な

っ

て

あ

の

頃

の

夢

を

叶

え

る

こ

と

が

で

き

た

」

と

、

活

動

の

喜

び

を

語

る

メ

ン

バ

ー

た

ち

。

「

一

人

ひ

と

り

が

音

を

奏

で

る

こ

と

に

対

し

て

、

楽

し

み

、

面

白

味

を

感

じ

て

、

一

回

一

回

の

稽

古

の

奥

深

さ

を

感

じ

る

こ

と

が

大

事

か

と

思

っ

て

い

ま

す

」

と

、

東

さ

ん

が

続

け

ま

す

。

平

成

31

年

か

ら

「

藤

沢

町

芸

術

文

化

協

会

」

に

登

録

し

、

「

藤

沢

芸

協

チ

ャ

リ

テ

ィ

ー

シ

ョ

ー

(

収

益

金

は

一

関

市

社

会

福

祉

協

議

会

藤

沢

支

部

へ

)

」

等

に

も

出

演

。

「

聴

い

て

く

れ

る

人

も

元

気

に

、

演

奏

す

る

我

々

も

元

気

に

」

を

モ

ッ

ト

ー

に

、

各

所

で

懐

か

し

い

メ

ロ

デ

ィ

を

響

か

せ

な

が

ら

、

地

域

の

芸

術

文

化

活

動

や

福

祉

活

動

に

参

画

し

続

け

ま

す

。

小野寺小野寺小野寺小野寺 東東東東さんさんさんさん

ビッグバンド時代から

ベースを担当。趣味で

スピーカーを集めてお

り、音響設置も担当。

機材のトラブルに対応

することも。

小野寺小野寺小野寺小野寺 栄一栄一栄一栄一さんさんさんさん

小学生の時にウクレレ

を弾き始めて以来、ト

ランペットなど様々な

楽器を経験。今は同会

結成を機に始めたドラ

ムの腕を磨いています。

火

曜

日

の

夜

、

一

関

市

藤

沢

市

民

セ

ン

タ

ー

に

手

際

よ

く

運

び

込

ま

れ

る

楽

器

や

ア

ン

プ

。

セ

ッ

テ

ィ

ン

グ

を

終

え

る

と

、

ド

ラ

ム

ス

テ

ィ

ッ

ク

の

音

を

合

図

に

演

奏

が

始

ま

り

ま

す

。

ド

ラ

ム

を

担

当

す

る

の

は

会

長

の

小

野

寺

栄

一

さ

ん

。

楽

器

経

験

は

あ

る

も

の

の

、

ド

ラ

ム

は

未

経

験

で

、

ほ

か

の

メ

ン

バ

ー

も

結

成

時

に

は

約

40

年

の

ブ

ラ

ン

ク

が

あ

り

、

「

ほ

ぼ

一

か

ら

の

ス

タ

ー

ト

だ

っ

た

」

の

だ

と

か

。

「

ギ

タ

ー

の

指

づ

か

い

を

取

り

戻

す

ま

で

半

年

は

か

か

り

ま

し

た

ね

」

と

、

事

務

局

(

ベ

ー

ス

)

の

小

野

寺

東

さ

ん

は

振

り

返

り

ま

す

。

還

暦

を

過

ぎ

た

男

性

４

人

で

「

還

過

爺

バ

ン

ド

」

を

結

成

し

、

結

成

後

ま

も

な

く

、

還

暦

に

至

っ

て

い

な

い

女

性

メ

ン

バ

ー

が

加

わ

っ

た

こ

と

で

「

還

過

爺

+
α

バ

ン

ド

」

と

な

っ

た

同

会

(

ボ

ー

カ

ル

と

キ

ー

ボ

ー

ド

の

女

性

以

外

は

60

歳

超

え

・

平

均

年

齢

65

歳

)

。

コ

ロ

ナ

禍

で

も

休

む

こ

と

な

く

、

週

１

回

約

１

時

間

半

の

練

習

を

続

け

て

い

ま

す

。

バ

ン

ド

結

成

の

き

っ

か

け

は

同

級

生

３

人

(

栄

一

さ

ん

、

東

さ

ん

、

千

葉

秀

一

さ

ん

)

の

飲

み

会

で

の

こ

と

。

３

人

は

20

代

後

半

に

３

～

４

年

程

「

藤

沢

軽

音

楽

同

好

会

」

と

い

う

バ

ン

ド

を

組

ん

で

い

ま

し

た

。

藤

沢

町

内

で

中

高

生

時

代

に

吹

奏

楽

を

経

験

し

て

い

た

若

者

が

集

ま

り

、

ビ

ッ

グ

バ

ン

ド

形

式

で

歌

謡

曲

や

ジ

ャ

ズ

、

ポ

ッ

プ

ス

や

ラ

テ

ン

な

ど

様

々

な

ジ

ャ

ン

ル

の

楽

曲

を

演

奏

す

る

バ

ン

ド

で

、

メ

ン

バ

ー

は

15

名

ほ

ど

。

町

内

で

の

定

期

演

奏

会

の

開

催

や

、

県

内

の

ビ

ッ

グ

バ

ン

ド

が

集

う

イ

ベ

ン

ト

に

参

加

す

る

な

ど

、

活

発

に

活

動

し

て

い

ま

し

た

が

、

仕

事

や

家

庭

に

忙

し

い

年

代

に

入

っ

た

こ

と

で

、

バ

ン

ド

は

自

然

消

滅

し

ま

し

た

。

バ

ン

ド

活

動

は

な

く

な

っ

た

も

の

の

、

同

級

生

の

飲

み

会

で

時

々

顔

を

合

わ

せ

て

い

た

３

人

。

66

歳

の

時

、

東

さ

ん

か

ら

「

定

年

を

迎

え

て

何

か

と

今

ま

で

よ

り

時

間

に

余

裕

が

あ

る

。

一

緒

に

バ

ン

ド

を

結

成

し

て

み

な

い

か

？

」

と

い

う

提

案

が

。

楽

器

演

奏

の

ブ

ラ

ン

ク

や

、

３４

団体

紹介

還過爺還過爺還過爺還過爺+α+α+α+αバンドバンドバンドバンド

高齢者福祉施設への演奏ボランティア活

動や、各種地域イベントでのバンド演奏を

通じて、地域住民の「健康長寿」に貢献す

ること目的に活動中。ボーカル、ドラム、

キーボード、ベース、リードギター、サイ

ドギターの６パート(６人)体制。

思思思思

いいいい

出出出出

をををを

呼呼呼呼

びびびび

起起起起

こ

し

こ

し

こ

し

こ

し

、、、、

思思思思

いいいい

出出出出

をををを

作作作作

るるるる

若

か

り

し

頃

の

「

感

覚

」

を

取

り

戻

し

な

が

ら

- Photo gallery -gallery -

演

奏

機

会

演

奏

機

会

演

奏

機

会

演

奏

機

会

をををを

開

拓

開

拓

開

拓

開

拓

し

て

し

て

し

て

し

て

コ

ロ

ナ

禍

以

降

、

演

奏

機

会

が

減

っ

た

た

め

、

イ

ベ

ン

ト

等

に

は

積

極

的

に

参

加

。

「

い

ち

の

せ

き

市

民

フ

ェ

ス

タ

23

」

で

の

演

奏

の

様

子

。

「「「「

藤

沢

野

焼

祭

藤

沢

野

焼

祭

藤

沢

野

焼

祭

藤

沢

野

焼

祭

」」」」

に

て

に

て

に

て

に

て

平

成

30

年

の

初

出

演

を

機

に

、

野

焼

祭

の

特

設

ス

テ

ー

ジ

に

も

継

続

出

演

。

写

真

は

３

年

ぶ

り

に

開

催

さ

れ

た

令

和

４

年

度

の

野

焼

祭

で

の

演

奏

。

チ

ャ

リ

テ

ィ

ー

シ

ョ

ー

チ

ャ

リ

テ

ィ

ー

シ

ョ

ー

チ

ャ

リ

テ

ィ

ー

シ

ョ

ー

チ

ャ

リ

テ

ィ

ー

シ

ョ

ー

過

去

２

回

「

藤

沢

町

芸

術

文

化

協

会

」

主

催

の

チ

ャ

リ

テ

ィ

ー

シ

ョ

ー

に

参

加

。

藤

沢

文

化

セ

ン

タ

ー

の

ス

テ

ー

ジ

を

盛

り

上

げ

ま

す

。

普

段

普

段

普

段

普

段

のののの

練

習

風

景

練

習

風

景

練

習

風

景

練

習

風

景

毎

週

火

曜

日

の

練

習

。

音

出

し

に

始

ま

り

、

楽

曲

毎

の

練

習

は

も

ち

ろ

ん

の

こ

と

、

本

番

に

向

け

て

の

機

材

類

の

チ

ェ

ッ

ク

も

怠

り

ま

せ

ん

。

Ｑ.バンド活動の「魅力(楽しみ)」は？

会長会長会長会長((((ドラムドラムドラムドラム)))) 事務局事務局事務局事務局((((べースべースべースべース))))

今

だ

か

ら

実

現

で

き

た

「

夢

」

おのでら えいいち おのでら あずま

Ａ.練習後のビールが楽しみ!!
Ａ.青春

飲

み

会

を

機

に

結

成

し

た

地

域

貢

献

バ

ン

ド

還過爺+αバンド

かんかじいプラスアルファ—バンド



会

が

具

体

的

な

事

業

を

行

い

ま

す

。

例

え

ば

「

特

に

健

康

に

重

視

し

、

健

康

に

対

す

る

調

査

研

修

を

行

う

」

と

い

う

事

業

を

推

進

す

る

社

会

部

で

は

、

年

数

回

「

生

き

生

き

サ

ロ

ン

」

と

し

て

、

自

治

会

の

集

会

所

(

陳

が

森

公

民

館

)

で

「

健

康

教

室

」

な

ど

、

サ

ロ

ン

活

動

を

開

催

。

約

15

名

が

参

加

し

て

お

り

、

サ

ロ

ン

の

参

加

者

か

ら

は

「

昔

か

ら

隣

近

所

の

付

き

合

い

は

よ

く

、

昔

か

ら

の

顔

な

じ

み

や

幼

馴

染

な

ど

、

常

日

頃

か

ら

相

談

で

き

る

人

が

い

る

環

境

は

と

て

も

住

み

や

す

い

」

「

自

治

会

に

合

っ

た

事

業

を

展

開

し

て

く

れ

る

の

で

あ

り

が

た

い

」

と

、

サ

ロ

ン

開

催

へ

の

感

謝

の

声

が

聞

か

れ

ま

す

。

体

育

厚

生

部

は

「

市

及

び

各

関

係

機

関

団

体

等

の

主

催

す

る

事

業

、

及

び

リ

ー

ダ

ー

研

修

会

に

は

積

極

的

に

参

加

す

る

」

と

い

う

事

業

を

推

進

す

べ

く

、

川

崎

地

域

全

体

で

開

催

さ

れ

る

各

種

事

業

に

も

積

極

的

に

参

加

し

て

い

ま

す

。

川

崎

体

育

協

会

主

催

の

「

川

崎

町

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

選

手

権

大

会

」

に

は

毎

年

参

加

し

て

お

り

、

令

和

４

年

度

は

優

勝

！

毎

年

９

月

に

開

催

さ

れ

市

内

外

か

ら

50

以

上

の

チ

ー

ム

が

集

ま

る

「

北

上

川

流

域

交

流

Ｅ

ボ

ー

ト

大

会

」

で

も

何

度

も

成

績

上

位

に

名

を

残

し

、

世

帯

数

が

倍

以

上

あ

る

自

治

会

を

抑

え

て

活

躍

し

て

い

ま

す

。

こ

う

し

た

事

業

の

人

選

は

、

部

会

代

表

(

６

人

)

と

班

長

(

４

人

)

で

、

名

簿

を

見

な

が

ら

選

出

し

て

お

り

、

選

出

さ

れ

た

人

は

「

仕

事

が

な

い

限

り

、

基

本

的

に

は

み

ん

な

参

加

し

て

く

れ

る

」

の

だ

と

か

。

「

少

数

精

鋭

で

、

自

分

た

ち

が

で

き

る

範

囲

で

無

理

な

く

続

け

る

こ

と

が

大

切

」

と

、

伊

藤

さ

ん

は

そ

の

活

躍

の

理

由

を

語

り

ま

す

。

同

自

治

会

が

最

も

大

事

に

し

て

い

る

の

が

社

会

部

・

女

性

部

・

教

育

文

化

部

が

協

力

し

て

行

う

「

三

世

代

間

交

流

」

。

子

ど

も

た

ち

と

一

緒

に

果

報

だ

ん

ご

を

作

る

「

果

報

だ

ん

ご

の

会

」

は

、

同

年

代

・

世

代

間

の

交

流

の

場

を

創

出

し

て

い

ま

す

。

ま

た

、

社

会

部

・

教

育

文

化

部

が

中

心

と

な

り

、

各

種

野

菜

の

栽

培

も

行

っ

て

い

ま

す

が

、

「

子

ど

も

農

園

」

と

し

て

子

ど

も

た

ち

も

サ

ツ

マ

イ

モ

を

栽

培

し

て

い

ま

す

。

10

月

の

収

穫

の

際

に

は

祖

父

母

も

手

伝

う

な

ど

、

自

然

な

交

流

が

。

同

時

期

に

は

社

会

部

が

栽

培

し

た

里

芋

を

使

っ

た

芋

の

子

汁

を

い

た

だ

く

「

収

穫

祭

」

も

開

催

し

、

交

流

を

楽

し

み

ま

す

。

そ

の

他

、

「

し

め

縄

づ

く

り

」

「

門

松

づ

く

り

」

な

ど

、

世

代

間

交

流

だ

け

で

な

く

、

地

域

文

化

の

継

承

に

も

つ

な

が

る

事

業

が

盛

り

だ

く

さ

ん

で

す

。

伊

藤

さ

ん

は

、

「

仕

事

や

子

育

て

の

事

情

が

変

わ

り

、

自

治

会

活

動

な

ど

難

し

く

な

っ

て

き

て

い

る

が

、

何

か

を

寄

り

集

ま

っ

て

行

う

こ

と

の

楽

し

さ

も

伝

え

て

い

き

た

い

。

集

ま

る

理

由

は

何

で

も

良

い

。

資

源

回

収

や

草

刈

り

な

ど

を

通

し

て

も

集

ま

れ

る

。

集

ま

り

な

が

ら

交

流

で

き

れ

ば

い

い

」

と

、

こ

れ

か

ら

の

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

活

動

の

あ

り

方

を

見

据

え

て

い

ま

す

。

川

崎

地

域

内

で

も

傾

斜

地

に

位

置

し

て

い

る

陳

が

森

自

治

会

。

道

も

狭

く

、

重

機

が

入

り

に

く

い

た

め

、

開

拓

す

る

に

も

難

儀

な

土

地

で

し

た

。

そ

れ

で

も

元

和

年

間

(

１

６

１

５

～

２

４

)

に

立

て

ら

れ

た

お

墓

が

あ

っ

た

り

、

15

代

程

続

く

家

も

あ

る

な

ど

、

古

く

か

ら

こ

の

土

地

に

暮

ら

し

が

あ

り

、

そ

の

背

景

に

あ

る

の

は

水

害

で

す

。

水

害

で

移

転

し

て

き

た

家

も

少

な

く

な

く

、

北

上

川

で

水

害

が

発

生

し

た

際

に

は

、

陳

が

森

地

内

の

市

道

が

迂

回

路

と

な

っ

て

お

り

、

水

害

対

策

と

し

て

開

拓

・

移

転

が

行

わ

れ

て

き

た

集

落

だ

っ

た

よ

う

で

す

。

「

道

が

狭

く

傾

斜

地

な

た

め

、

な

に

か

と

生

活

す

る

に

は

苦

労

が

あ

る

が

、

人

口

や

世

帯

数

は

他

集

落

と

比

較

し

て

も

大

き

な

変

化

は

な

く

、

む

し

ろ

一

関

市

立

川

崎

小

学

校

に

通

学

し

や

す

い

た

め

に

、

帰

郷

し

て

子

育

て

を

す

る

若

い

世

代

も

い

ま

す

」

と

、

自

治

会

長

の

伊

藤

峰

雄

さ

ん

が

語

る

よ

う

に

、

人

口

約

95

人

の

う

ち

、

20

歳

以

下

の

人

口

は

約

15

人

、

小

学

生

も

５

人

お

り

、

割

合

は

少

な

く

あ

り

ま

せ

ん

。

な

お

、

全

国

的

に

「

陣

が

森

」

と

い

う

地

名

は

少

な

く

な

い

で

す

が

、

当

地

は

「

陣

」

で

は

な

く

「

陳

」

。

由

来

は

不

明

で

す

が

、

80

代

の

住

人

に

聞

く

と

「

じ

の

も

り

」

と

呼

ば

れ

て

い

た

時

期

も

あ

っ

た

と

か

…
…

。

「

豊

臣

秀

吉

側

の

武

士

が

逃

げ

延

び

て

き

た

」

と

い

う

伝

え

も

あ

る

と

の

こ

と

で

、

由

来

も

含

め

、

歴

史

ロ

マ

ン

を

感

じ

さ

せ

ま

す

。

そ

ん

な

陳

が

森

に

自

治

会

が

発

足

し

た

時

期

は

定

か

で

は

あ

り

ま

せ

ん

が

、

約

50

年

程

前

か

ら

、

総

会

資

料

に

は

「

自

治

会

推

進

目

標

」

が

掲

げ

ら

れ

て

い

ま

す

。

そ

こ

に

は

「

自

治

会

員

一

同

は

、

地

域

住

民

の

福

祉

向

上

と

自

治

意

識

の

向

上

を

図

る

と

と

も

に

、

環

境

の

整

備

や

地

域

の

特

殊

性

を

生

か

し

た

、

住

民

一

人

一

人

の

意

思

を

大

切

に

し

、

自

ら

の

新

し

い

集

落

を

創

造

し

、

実

情

に

即

し

た

自

治

会

づ

く

り

を

目

標

と

す

る

」

と

あ

り

、

こ

の

目

標

に

即

し

た

９

つ

の

事

業

に

ぶ

ら

下

が

る

形

で

、

各

部

Ｑ.集落の自慢は何ですか？

自治会長自治会長自治会長自治会長

伊藤伊藤伊藤伊藤 峰雄峰雄峰雄峰雄さんさんさんさん

30代中頃から会計を担

い、自治会長は３期６

年目。生まれも育ちも

陳が森で、元気な先輩

たちに負けないよう、

世代間交流の場づくり

など常に工夫を凝らし

ています。

伊藤伊藤伊藤伊藤 秀一秀一秀一秀一さんさんさんさん

３期６年目。伊藤さん

同様、生まれも育ちも

陳が森。国道284号線

沿いに、たい焼きや大

判焼きなどの軽食を提

供する「きまぐれキッ

チン」を経営していま

す。

陳が森自治会

５６

「「「「

不

便

不

便

不

便

不

便

ささささ

」」」」

をををを

越越越越

え

た

え

た

え

た

え

た

「「「「

暮暮暮暮

ら

し

や

す

さ

ら

し

や

す

さ

ら

し

や

す

さ

ら

し

や

す

さ

」」」」

をををを

不

便

な

傾

斜

地

に

暮

ら

し

続

け

る

理

由

- Photo gallery -gallery -

傾

斜

地

傾

斜

地

傾

斜

地

傾

斜

地

で

す

が

で

す

が

で

す

が

で

す

が

…
…

…
…

…
…

…
…

同

自

治

会

地

内

の

最

大

高

低

差

(

北

新

山

と

上

段

)

は

１

０

０

ｍ

以

上

。

不

便

さ

は

あ

り

ま

す

が

、

立

地

自

体

は

悪

く

あ

り

ま

せ

ん

。

果

報

果

報

果

報

果

報

だ

ん

ご

の

だ

ん

ご

の

だ

ん

ご

の

だ

ん

ご

の

会会会会

毎

年

11

月

末

に

開

催

。

社

会

部

・

女

性

部

が

協

力

し

、

子

ど

も

た

ち

と

一

緒

に

作

っ

た

果

報

だ

ん

ご

は

、

神

棚

に

供

え

て

か

ら

い

た

だ

き

ま

す

。

芋芋芋芋

のののの

子

汁

子

汁

子

汁

子

汁

で

カ

ン

パ

イ

で

カ

ン

パ

イ

で

カ

ン

パ

イ

で

カ

ン

パ

イ

収

穫

祭

で

提

供

す

る

芋

の

子

汁

は

「

お

ば

あ

ち

ゃ

ん

た

ち

の

味

」

と

し

て

喜

ば

れ

て

い

ま

す

。

子

ど

も

た

ち

が

遊

び

に

来

た

こ

と

も

。

に

ぎ

や

か

な

サ

ロ

ン

に

ぎ

や

か

な

サ

ロ

ン

に

ぎ

や

か

な

サ

ロ

ン

に

ぎ

や

か

な

サ

ロ

ン

活

動

活

動

活

動

活

動

サ

ロ

ン

で

は

、

市

体

育

協

会

や

工

房

て

ん

と

う

虫

等

と

連

携

し

て

行

う

事

業

も

。

女

性

部

と

社

会

部

(
≒

老

人

ク

ラ

ブ

)

が

共

同

で

運

営

中

。

地域

紹介

陳陳陳陳がががが森自治会森自治会森自治会森自治会((((薄衣薄衣薄衣薄衣))))

薄衣地区に位置し、小字は一関市立川崎中

学校等も立地する上段、大池、堀田、鴨地

(一部)、陳が森、唐蓬、北新山(一部)で、35

世帯、約95人が暮らす。総務部、産業部、教

育文化部、体育厚生部、女性部、社会部で構

成。

自

治

会

推

進

目

標

に

即

し

た

自

治

会

運

営

集

ま

る

楽

し

さ

を

感

じ

て

いとう みねお いとう しゅういち

Ａ.継続は力なり Ａ.平穏な毎日

左の写真：令和５年度「収穫祭」でのひとこま

副会長副会長副会長副会長

川崎



「

協

同

組

合

産

直

セ

ン

タ

ー

ひ

が

し

や

ま

」

は

、

直

売

所

(

愛

称

「

季

節

館

」

)

で

の

地

場

農

産

物

や

農

産

加

工

品

の

製

造

・

販

売

、

学

校

給

食

へ

の

食

材

供

給

、

食

堂

運

営

の

ほ

か

、

伝

統

食

の

加

工

や

新

た

な

加

工

食

品

開

発

に

も

取

り

組

み

、

地

場

農

産

物

の

付

加

価

値

化

に

取

り

組

ん

で

い

ま

す

。

ま

た

、

併

設

す

る

町

営

柴

宿

駅

前

駐

車

場

(

季

節

館

駐

車

場

)

及

び

東

山

町

公

衆

便

所

の

管

理

も

担

っ

て

い

ま

す

。

き

っ

か

け

は

平

成

５

年

の

凶

作

と

コ

メ

市

場

開

放
(

「

平

成

の

米

騒

動

」

)

。

今

後

の

農

業

を

考

え

る

中

で

、

東

山

町

農

協

青

年

部

が

産

地

直

売

施

設

の

展

開

を

打

ち

出

し

ま

す

。

産

直

と

い

う

言

葉

が

浸

透

し

て

い

な

い

時

代

に

、

農

家

１

軒

１

軒

を

回

り

な

が

ら

説

得

。

賛

同

者

45

人

を

確

保

す

る

と

、

平

成

６

年

、

出

資

金

３

万

円

で

簡

易

産

直

施

設

(

３

坪

の

プ

レ

ハ

ブ

２

棟

)

を

建

設

、

ス

タ

ー

ト

さ

せ

た

の

で

す

。

産

直

は

翌

年

に

は

軌

道

に

乗

り

、

新

築

移

転

、

組

合

化

(

任

意

団

体

)

、

法

人

化

も

し

ま

す

が

、

雇

用

者

１

名

に

、

生

産

者

(

産

直

ひ

が

し

や

ま

互

助

会

)

が

輪

番

で

売

店

に

立

つ

仕

組

み

が

長

年

続

き

ま

し

た

。

そ

こ

で

平

成

16

年

、

現

代

表

理

事

の

前

田

眞

さ

ん

が

、

監

事

を

経

て

二

代

目

代

表

理

事

に

就

任

し

た

際

に

店

舗

運

営

の

体

制

を

整

理

。

前

田

さ

ん

は

「

自

ら

が

生

産

し

た

農

産

物

を

自

ら

売

る

こ

と

で

、

高

齢

者

や

主

婦

が

や

る

気

や

生

き

が

い

を

見

つ

け

、

互

い

に

刺

激

し

合

う

こ

と

で

30

年

も

続

け

て

こ

れ

た

の

か

な

」

と

振

り

返

り

ま

す

。

同

組

合

の

「

加

工

部

門

」

は

、

設

立

時

か

ら

「

手

づ

く

り

伝

承

の

会

」

が

核

と

な

り

、

農

産

物

加

工

品

の

研

究

開

発

を

行

っ

て

い

ま

す

(

食

堂

も

展

開

)

。

平

成

16

年

に

は

加

工

品

を

製

造

す

る

加

工

施

設

「

あ

じ

ゃ

ら

味

善

」

を

設

置

。

地

元

産

の

も

ち

米

や

小

豆

を

使

用

し

た

あ

ん

こ

な

ど

の

餅

料

理

、

大

福

、

饅

頭

、

漬

物

、

惣

菜

な

ど

を

製

造

し

、

地

域

の

台

所

と

し

て

な

く

て

は

な

ら

な

い

存

在

で

す

。

特

に

、

高

齢

化

が

進

む

柴

宿

団

地

、

旧

雇

用

促

進

住

宅

な

ど

が

近

く

に

あ

る

同

館

は

、

団

地

住

ま

い

の

一

人

暮

ら

し

高

齢

者

等

が

、

昼

時

や

夕

方

に

徒

歩

で

惣

菜

を

買

い

に

来

る

の

だ

と

か

。

「

そ

う

い

っ

た

消

費

者

の

信

頼

に

も

応

え

た

い

」

と

い

う

一

方

、

「

設

立

当

初

か

ら

一

緒

に

頑

張

っ

て

き

た

世

代

が

、

今

や

80

～

90

代

に

な

っ

て

い

る

。

今

後

は

農

家

を

辞

め

る

家

も

少

な

く

な

い

だ

ろ

う

」

と

、

生

産

者

減

に

よ

る

商

品

減

も

危

惧

し

て

い

ま

す

。

平

成

26

年

の

組

合

員

93

名

を

ピ

ー

ク

に

、

現

在

は

73

名

(

令

和

５

年

10

月

現

在

)

。

退

会

者

は

毎

年

あ

り

ま

す

が

、

新

規

加

入

者

は

令

和

４

年

度

以

降

ゼ

ロ

。

そ

れ

で

も

前

田

さ

ん

は

「

産

直

は

原

料

か

ら

製

造

に

至

る

全

て

の

段

階

で

顔

の

見

え

る

供

給

が

可

能

で

あ

り

、

生

産

者

と

消

費

者

が

直

接

対

話

し

、

信

頼

関

係

が

維

持

で

き

る

こ

と

が

強

み

。

30

年

前

に

直

面

し

た

『

将

来

の

地

域

農

業

へ

の

不

安

』

か

ら

組

合

が

発

足

し

た

が

、

新

た

な

課

題

と

向

き

合

い

更

な

る

挑

戦

も

必

要

」

と

前

を

向

き

ま

す

。

地

場

産

品

を

常

時

取

り

扱

う

こ

と

か

ら

、

令

和

３

年

に

は

「

一

関

市

地

産

地

消

モ

デ

ル

店

」

に

も

認

定

さ

れ

た

同

館

。

「

消

費

者

に

安

全

安

心

な

地

元

の

農

産

物

を

提

供

し

、

消

費

者

の

信

頼

を

大

切

に

す

る

店

づ

く

り

」

を

モ

ッ

ト

ー

に

、

「

素

朴

で

家

庭

的

」

な

産

直

を

貫

い

て

い

き

ま

す

。

東山

７

企業

紹介
平成６年、「東山町農協青年部」が主体となり、今後の地域農業について議

論する中から生まれた簡易直売施設「JAひがしやま青年部産直センターひがし

やま」。その後、東山町やJAいわい東(東山中央支所)の支援で、現在地に産直

施設の建設が決まり、平成８年、任意団体「産直センターひがしやま生産組

合」を設立。販売部門・生産部門・加工部門の３本柱で運営を開始。平成11年

に法人化、現在名称となり、共同施設の管理運営に関する事業、共同購買事業、

共同加工事業等を行う。平成24年には、一関市と「災害時における応急食料等

の確保に関する協定」を締結し、地域の食材供給拠点も担っています。

「「「「顔顔顔顔のののの見見見見えるえるえるえる食食食食」」」」のののの供給供給供給供給とととと交流交流交流交流でででで、、、、地産地消地産地消地産地消地産地消をををを

「

作

る

喜

び

」

「

売

る

喜

び

」

努

力

の

積

み

重

ね

で

30

年

１

稲藁やもみ殻、薪、燻炭、肥

料等も取り扱う。

DATA

〒029-0302

一関市東山町長坂字柴宿80-2

TEL 0191-47-2919

FAX 0191-47-3301

HP https://h-kisetsukan.com/

毎月さまざまなテーマで地域づくりについて考えていくコラムです。

博識杜の

フクロウ博士

第第第第57575757話話話話

今月のテーマ

一人暮らし用に惣菜は少量販売。

代表理事前田眞さん。平成３

年に移住しりんご農家を営む。

「「「「自治会対抗バレーボール大会自治会対抗バレーボール大会自治会対抗バレーボール大会自治会対抗バレーボール大会」」」」が育てるが育てるが育てるが育てる「「「「人間力人間力人間力人間力」」」」

地域企業の理念にせまります。

８

「

加

工

」

も

充

実

家

庭

的

な

産

直

と

し

て

地域運営の落とし穴
「交流事業にみる人材育成」

２

３

４１
協同組合産直センターひがしやま

新型コロナウィルス感染症が５類に移行した５月以降、大小様々な‘イベント事業’が各地で多数開催され、

良い意味で‘交流’が盛んに行われています。半面、少子化、高齢化、人口減少の影響が目に見えて現れるよう

になり、夏祭りのような大規模なイベントは、踊りや神輿等に関わる世代(生産年齢人口)の減少で、かつての温

度感は維持できていないように見受けられます。地域の‘イベント事業’も復活してはいるものの、人口減少で

規模が小さくなり、運営側も高齢化により苦しい状況が……(第53話参照)。

そんな中、大東町で「一関市大東ママさんパパさんバレーボール大会」が４年ぶりに開かれた(10月８日)ので

すが、エントリー数は30チームと、全盛期の参加チーム数(最高268チーム)から比べ10分の１に。この現状を受

け、運営側が今後の継続について慎重になっていると聞き、その現場を見に行ってきました。

大東町は「バレーボールのまち」として全国でも有名で、各自治会館にはバレーボールコート(だいたいが屋

外)があり、大会前１～２か月は、仕事後(夜間)に練習する姿が当たり前だったようです。昭和40年代、「農婦

症(農作業からくる腰痛や肩こりなど)」の解消対策のために興田地区で始まり、間もなく大東町全体での取り組

みとなりました。東京オリンピックで女子バレーボールが優勝し、東洋の魔女ブームにあやかったというエピ

ソードもあるようですが、バレーボール大会がこれほどまでに普及した背景を、地区民運動会と比較しながら分

析してみました。

地区民運動会もバレーボール大会も、どちらも自治会対抗で行われることが多いですが、地区民運動会は、集

落の陣地に集合し開会式に参加、そしてプログラムに沿った競技に参加していくもので、例えば50m走であれば、

選手がスタート前に集まり、整列しスタート。走り終えれば商品をもらって終わり。ボール送りなど他の競技も

同様です。一方、バレーボール大会は、試合前試合前試合前試合前にコートににコートににコートににコートに整列整列整列整列しししし、、、、対戦相手対戦相手対戦相手対戦相手とととと礼礼礼礼をし、それぞれのポジションへ。

試合後試合後試合後試合後はははは、、、、コートにコートにコートにコートに整列整列整列整列しししし、、、、礼礼礼礼をしてをしてをしてをして終終終終わりわりわりわります。相手相手相手相手チームとチームとチームとチームと握手握手握手握手をしたりもします。この時点で、運動会と

バレーボール大会の違いが！

それは「「「「試合試合試合試合((((参加参加参加参加))))にににに臨臨臨臨むむむむ姿勢姿勢姿勢姿勢」」」」です。地区民運動会もバレーボール大会も、参加することに意義があるとは

言うものの、ただ‘参加’するのと‘‘‘‘礼礼礼礼をしてからをしてからをしてからをしてから参加参加参加参加するするするする’’’’のでは、所作所作所作所作のののの違違違違いいいいにものすごく差を感じました。

また、バレーボールの場合、試合時間も長いので、チームチームチームチーム内内内内でのコミュニケーションでのコミュニケーションでのコミュニケーションでのコミュニケーション、、、、自治会自治会自治会自治会としてのコミュニとしてのコミュニとしてのコミュニとしてのコミュニ

ケーションもケーションもケーションもケーションも重要重要重要重要で、声声声声をををを掛掛掛掛けけけけ合合合合うううう、応援応援応援応援するするするすることで、試合時間が進めば進むほど熱が入ります。プレーしてい

る選手たちは、ミスをしてもカバーしあいミスをしてもカバーしあいミスをしてもカバーしあいミスをしてもカバーしあい、、、、年代年代年代年代のののの壁壁壁壁もももも認認認認めめめめ合合合合いいいい、、、、まさにまさにまさにまさに多様性多様性多様性多様性がががが実現実現実現実現されています。

「「「「交流事業交流事業交流事業交流事業」」」」のののの意味意味意味意味・・・・意義意義意義意義は、幅広いものではありますが、このように「「「「人人人人をををを育育育育てるてるてるてる場面場面場面場面」」」」として分析できる

とは思ってもいませんでした。

令和５年度の「一関市大東ママさんパパ
さんバレーボール大会」にて。「大東グラ
ウンド」に特設バレーボールコートを10面
設置して開催(かつては20面以上設置)。

各チーム(自治会)のユニフォームにはユニフォームにはユニフォームにはユニフォームには自自自自
治会名治会名治会名治会名がしっかり入り、自治会を背負って
戦います。また、他出者も「「「「ふるさとふるさとふるさとふるさと選選選選
手手手手」」」」として２名まで参加が認められており、
ふるさと選手の証として左腕に腕章をつけ
ています(写真の彼もふるさと選手)。

「「「「人人人人がががが集集集集うううう交流交流交流交流のののの中中中中にはにはにはには、、、、様々様々様々様々なななな学学学学びがあるびがあるびがあるびがある」」」」とはよく言うものの、

社会性社会性社会性社会性、、、、所作所作所作所作などなどなどなど、「、「、「、「人人人人をををを育育育育てるてるてるてる場場場場」」」」がががが「「「「交流事業交流事業交流事業交流事業」」」」なのです。ただ楽

しむ事業ではなく、交流事業交流事業交流事業交流事業をををを通通通通じてじてじてじて人人人人をををを知知知知りりりり、、、、関係性関係性関係性関係性をををを構築構築構築構築していくしていくしていくしていく。

大東地域に限らず、当市内で開催されている自治会対抗のバレーボー

ル大会は、自治会の縮小もあり、参加チームは激減していますが、個の

時代と言われる今、このような‘‘‘‘ちょっとのちょっとのちょっとのちょっとの強制力強制力強制力強制力’’’’をもって、「「「「みんみんみんみん

ながながながなが集集集集いいいい、、、、認認認認めめめめ合合合合うううう場場場場」」」」を作っていかないと、人が育ちません。

‘ちょっとの強制力’が難しいけれど、ここを頑張っていかないと、こ

れからの時代、地域住民間の関係性は薄くなる一方で、やばいなと感じ

てしまいます。

人が多かった時代に築き上げたものは多々ありますが、根根根根っこにあっっこにあっっこにあっっこにあっ

たのはたのはたのはたのは、、、、「「「「コミュニケーションコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーション機会機会機会機会をををを創創創創ることることることること」」」」だったんだと思います。

「「「「人人人人がががが少少少少ないからできないないからできないないからできないないからできない」」」」のではなくのではなくのではなくのではなく、、、、「「「「少少少少ないないないない人人人人でコミュニケーでコミュニケーでコミュニケーでコミュニケー

ションがションがションがションが取取取取れるようにしていくれるようにしていくれるようにしていくれるようにしていく」」」」ことがことがことがことが大事大事大事大事ですね。

あ

じ

よ

し



▲二関村の主要エリアは大町(詳細は前号参

照)。下図は白枠部分。

センターの

自由研究

地域の‘気になること’をセンタースタッフが独自に調査！

ミッションミッションミッションミッション
81818181

江戸期～明治８年まで存在した「「「「二関二関二関二関((((にのせきにのせきにのせきにのせき))))村村村村」」」」。現在「二関」と呼ばれる場

所は存在していないため、大字として残っている「三関(村)」に対し、当該地域に暮

らす人ですら、その存在を知らない人が多いようです。その実態を知るべく、前号で

は二関村のエリアを現在地図に落としてみました。今月は二関村二関村二関村二関村のメインエリアのメインエリアのメインエリアのメインエリア((((＝＝＝＝

現在現在現在現在のののの大町大町大町大町))))にスポットを当て、二関村民の生業生業生業生業から、暮暮暮暮らしのらしのらしのらしの様子様子様子様子に想いを馳せて

みます。 ※記載内容はあくまでも独自調査の結果です。

■■■■

「「「「

農

間

余

業

農

間

余

業

農

間

余

業

農

間

余

業

」」」」

でででで

生

計

生

計

生

計

生

計

をををを

立立立立

て

る

て

る

て

る

て

る

「「「「二関村二関村二関村二関村」の」の」の」の

「「「「生業生業生業生業」を調べてみた」を調べてみた」を調べてみた」を調べてみた

前

号

で

紹

介

し

た

通

り

、

二

関

村

に

関

す

る

史

料

は

ほ

と

ん

ど

残

さ

れ

て

い

ま

せ

ん

が

、

一

関

村

・

二

関

村

と

で

「

一

関

城

下

」

を

構

成

し

て

い

た

と

さ

れ

、

二

関

村

は

現

在

の

大

町

が

中

心

地

で

あ

り

、

奥

州

街

道

が

通

っ

て

い

ま

し

た

。

そ

の

両

沿

い

に

は

隙

間

な

く

住

居

が

連

な

っ

て

お

り

、

町

屋

敷

数

は

寛

文

13

年

(

１

６

７

３

)

で

63

軒

、

幕

末

期

に

は

１

１

３

軒

で

す

。

二

関

村

は

仙

台

藩

領

時

代

に

「

在

町

(

在

郷

町

)

」

と

し

て

作

ら

れ

ま

し

た

。

仙

台

藩

で

は

、

仙

台

以

外

の

町

は

農

村

と

同

様

に

群

奉

行

の

支

配

下

に

置

か

れ

た

た

め

(

＝

在

町

)

、

「

一

関

城

下

」

の

二

関

村

民

も

、

田

畑

を

有

し

、

年

貢

負

担

の

義

務

を

負

っ

て

い

ま

し

た

(

身

分

は

「

百

姓

」

)

。

し

か

し

、

商

品

生

産

・

貨

幣

経

済

の

発

達

と

と

も

に

、

兼

業

農

家

兼

業

農

家

兼

業

農

家

兼

業

農

家

化

し

、

「

農

間

余

業

」

に

勤

し

む

家

が

増

加

。

そ

も

そ

も

二

関

村

に

は

零

細

な

農

地

し

か

な

く

、

専

業

農

家

で

あ

っ

て

も

「

自

作

・

小

作

で

よ

う

や

く

生

活

を

維

持

す

る

程

度

」

だ

っ

た

の

だ

と

か

。

そ

の

た

め

、

「「「「

兼

業

農

兼

業

農

兼

業

農

兼

業

農

家家家家

のののの

大

部

分

大

部

分

大

部

分

大

部

分

はははは

余

業

余

業

余

業

余

業

に

よ

っ

て

に

よ

っ

て

に

よ

っ

て

に

よ

っ

て

専

業

農

家

以

上

専

業

農

家

以

上

専

業

農

家

以

上

専

業

農

家

以

上

のののの

生

活

生

活

生

活

生

活

」」」」

を

し

て

い

た

そ

う

で

す

。

実

際

、

ど

の

よ

う

な

「

余

業

」

を

行

っ

て

い

た

の

か

、

下

図

と

左

頁

で

紹

介

し

ま

す

。

10 ９

「百姓」として、農業の合間に「商売」を行っていた二関村の村人

たち。はたしてどのような「商売」を行っていたのか、大島晃一著

『一関藩の研究／北奥近世資料の研究』の中で大島氏が明治３年・４

年の史料等を元に作成した「大町町並図」を参考に、家業(生業)のみ

を書き出してみました(下図)。

大町(二関村)

明治明治明治明治３３３３～～～～４４４４年年年年のののの大町大町大町大町にににに展開展開展開展開していたしていたしていたしていた職種職種職種職種

【衣料品】古着屋、木綿屋、麻屋など

【食料品】米問屋、塩問屋、味噌屋、醤油屋、

五十集屋(魚屋)、八百屋、麹屋、

豆腐屋、麺類屋、菓子屋など

【日用雑貨】荒物屋、小間物屋、古道具屋、

蝋燭屋、瀬戸物屋、煙草屋、鍋屋、

薬種屋、打綿屋、網屋など

【接客業】旅籠屋、煮売茶屋、濁酒屋、質屋、

髪結、湯屋(銭湯)など

【職人】 矢師、畳屋、馬具屋、飾屋、桶屋、

染屋、仕立屋、足駄屋、砂官など

【その他】馬の売買・周旋

◀大島氏の作成した図を参考に、明治３年・４年に大町に

存在した職業を書き出したものです。様々な職種がありま

すが、基本的には「農村生活に直結する」ものです。「職

人」が少ないように感じられますが、城下東端の「職人

町」に集住しているためなのだとか。

なお、下図で水色に色付けした店舗(①②③)は明治３年

時点から変わっていない店です。①の「薬種店」は、現在

も薬を扱う「自然薬佐久」。当時の戸主名は「佐藤久基

吉」です。②の「五十集屋(いさばや)」は、鮮魚・割烹の

「富澤」で、当時の戸主名は「富沢和右衛門」。③の「古

道具屋」は、「千葉新家具店」で、当時の戸主名は「千葉

新作」です。ちなみに上記３店舗に「二関村を知っている

か」というヒアリングをしてみたところ、いずれも「知ら

ない」という回答でした。

下図で黄色に色付けしたのは「④大肝入役所」、「⑤御

代官役所」、そして西磐井地域でも主要な「⑥塩問屋」

だった「佐藤弥三郎」の町屋敷です。

各村には村肝入がおかれますが、村肝入の上には

一郡を支配する大肝入がおかれ、藩の代官がそれを

監督します(二関村の村肝入は上記「塩問屋」の佐藤

弥三郎)。大肝入は大庄屋とも呼ばれ、在地の有力者

です(村肝入＜大肝入＜代官という関係性)。二関村は天和２

年(1682)より一関藩ですが、一関藩の「大肝入役

所」が二関村に置かれていました(④)。

さらに、地方には「代官所」がおかれ、そこに代

官がいて、御郡奉行の政務を代行しましたが、一関藩の「御代官役所(西岩井)」も二関村に置かれていま

した(⑤)。※代官所は、江戸幕府の終焉とともにその役目を終え、地主に返還されていますが、今回はあえてそのまま記載。

右図は「⑥塩問屋・佐藤弥三郎」の明治期以降の町屋敷(※2)です。前号で紹介したように、「一軒屋敷」と呼ばれ

る間口が狭く奥行のある屋敷割だったため、各屋敷は右図のように細長く、江戸時代には【表店、居住区画、井戸・

厠、土蔵】という構成でした。弥三郎は明治期以降に味噌・醤油の醸造を生業として本格化させたため、裏門側に醤

油蔵などが付設されています。弥三郎は北上川流域エリアの塩問屋の中でも力のある人物だったようです。

▶

明治末期の大町通り。『写真記録集 一関の年輪Ⅱ 20世

紀の一関』より(一関の年輪刊行委員会(2000))。 ◀現在の大町。

当時の「一軒

屋敷」の面影

を残した奥行

きのある店舗

が並ぶ。現在

の岩手銀行の

場所に下記図

の「大肝入役

所」があった。

明治明治明治明治３３３３年年年年((((４年４年４年４年))))

のののの二関村二関村二関村二関村

大島晃一著『一関藩の研究／北奥近

世資料の研究』の「大町町並図※1」

を参考に書き出した大町(≒二関村)

の生業。( )内は明治４年の記録。

※1「明治三年六月二関町戸籍家業職業書上」

と明治4年の「陸中国磐井郡二関村戸籍御改

帳」を元に作成されたもの

二関村民は、身分は「百

姓」ですが、その多くは兼

業農家。左頁で紹介する塩

問屋で肝入の佐藤弥三郎も、

田畑を所有し、年貢を収め

ていましたが、遅くとも藩

制後期には商業収入の方が

上回っていたようです。

↑現在の岩手銀行↑現在のなのはなプラザ
※2一関市博物館(2010)『古文書にみる一関城下の町方』参照 ／その他参考文献等は当センターＨＰにてご紹介します。

後に現在のＪＲ一ノ関駅西口の道路となった

大

手

門

(

地

主

町

に

裏

大

手)

①
②③

④

⑤

⑥


